
発生日時

年齢性別 ３０歳・男性 職種

被災程度（全治）

事故区分

交通事故 平成２４年７月２日　午前　８時　３分

改善策等

事故原因等

事故概要

5

①４トンダンプトラックの運転手が運搬経路を間違い、幅員の狭い道路を走行してしまった。
②正しい運搬経路に戻ろうと道を探しながら、徐行運転中（時速２０ｋｍ）にギアを３速から２速に落とす際にクラッチから足を
滑らせて、バランスを崩すと同時にハンドルが動いてしまい、左前輪が路肩部分に乗ってしまった。
③舗装部分へ戻そうとハンドルを右へ切ったが、連日の雨でぬかるんでおり、戻らないため、２１ｍ行っ

①搬出する運転手は、運搬経路図を持って、事前に往復の運搬経路を確認する。
②運搬経路図を運転手に渡してダンプトラックに常備していたが、交差点を曲がる箇所等には付近の目印となる建物などを明
記するなど、分かりやすい運搬経路図を作成する。
③目印となるような物が無い場合には、現場に目印になる物を設置して、運転手に周知する。

・運搬経路図は、交差点を曲がる箇所等には付近の目印となる建物などを明記するなど、分かりやすい運搬経路図を作成す
る。
・目印となるような物が無い場合には、現場に目印になる物を設

類似工事（他工事）
へ活用できる対策等

公衆災害 ダンプトラック運転手

事故種類

４ｔダンプトラックが水田に横転（路肩２１ｍ崩壊・田園２２４ｍ２（燃料漏れ）

・７月２日、７：３０より朝礼・ＫＹ活動を行い８：００より作業を開始。
・開始後、直ぐに先週土曜日に集草・積込みを終え、現場に存置していた４トンダンプトラックでで搬出を開始。
・搬出中に運搬経路を間違い、正しい運搬経路に戻ろうと道を探しながら走行していた時に、クラッチから足を滑らせて、バラ
ンスを崩す

事　故　状　況　図
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改　　善　　策

現場に目印（看板）を設置

看板
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墓手前を右折
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右回り運搬経路(堤防天端)
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事故箇所

間違ったルート

正規ルート

出発点

水田

3700

2200400



発生日時 事故当事者 ２次下請け

年齢性別 26歳 男性 職種

改善策

ＡＭ８：１０より作業員２名で立入防止柵の金網取り付けを行っていたところＡＭ１１：５８頃、被災者が熱中症と思
われる症状で具合が悪くなり、現場事務所で休息を取っていたが容態が回復しないため病院へ搬送したが、意識
不明になったものである。

6

事故状況図

①朝礼時には健康状態を自己申告で把握していた。
②元請業者は、熱中症への注意喚起及び水分補給のお願いはしていたが、熱中症予防として具体的対策・安全
　巡視・ＫＹ活動が不足していた。
③梅雨の終わりかけで急に最高気温が30℃を超える炎天下の作業となったが、体が暑さに慣れていない時期
　であった。
④作業場所が張ｺﾝｸﾘｰﾄの上であったため、ｺﾝｸﾘｰﾄからの反射熱により、急激に体力が奪われたものと思われる

①朝礼時に元請業者が「熱中症対策チェックシート」により直接、作業員に健康状態の聞き取りを行う。
②移動式テントの追加設置や遮熱ヘルメット等の使用、応急ｷｯﾄの配備、経口保水液の提供等、具体的な対策及
　び教育を徹底する。
③新規入場者への対策として、順化期間（７日以上）として休息時間の増加等を行う。
④ＷＢＧＴ測定器を現場代理人、監理技術者、各作業班の主任技術者に携帯させ、厳重警戒（２８～３１度）以上
　の場合は、連続作業時間を短縮させるとともに長めの休息時間を確保する。

・臨時の安全協議会を開催し、類似工事における再発防止に向けた注意喚起を行った。
・主任監督員を通じて事故事例を情報提供し、再発防止の指導徹底を行った。

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

事故概要

事故種類

熱中症（7月24日に意識が戻る。現在入院加療中。　全治未確定。）被災程度（全治）

事故区分

労働災害

労働災害 普通作業員

平成24年7月18日 11時58分

フェンス施工済部 フェンス施工済部フェンス未施工部

コンクリート舗装

張コンクリート

側　溝

被災者

金　網

立入防止柵

休憩場所（樹木下の木陰）

本　線　（ＡＳ舗装）

【　平　面　図　】

【　横　断　図　】

コンクリート舗装 張コンクリート

被災者

写真①

写真②

写真②
休息場所

作業場所

写真①

休息場所

　【休息状況】
　　・８：１０～１１：５８の間、２０～３０分に１回程度、約５分程を休息。
　【水分補給状況】
　　・休息の間（５分×１２回＝６０分）、約５．３Ｌの水分補給を行っていた。

本線

　１．移動式テントの追加設置
　２．遮熱ヘルメット等の使用
　３．熱中対策応急キットを各作業班の職長に使用方法を説明したうえ携帯させる。
　４．クーラーボックスを配備し経口保水液を提供する。
　５．熱中症防止対策チェックシートによる作業員の健康管理を実施する。
　６．スポーツドリンク・熱中飴の供給。
　７．ＷＢＧＴ測定器による安全管理を実施する。
　８．新規に入場する作業員へ順化期間（７日以上）を設ける。
　９．緊急時の応急処置は、応急処置図による実施を徹底する。
１０．安全巡視チェックリストの作成
１１．定期安全パトロール点検表に熱中症予防対策の項目を追加する。

１

３

２

９

７

５



発生日時 事故当事者 １次下請

年齢性別 40歳 職種

7

事故種類 労働災害 平成24年7月21日10時30分

事故区分 労働災害

改善策等

①安全巡視員を１名追加配置（常駐）、監督指導の強化。
②安全パトロールの追加（本社安全パトロールを１回／月追加し、役員パトロール１回／月を含め計３回／月実施す
る。）
③資材運搬方法の見直し（基本は、台車運搬とし、人力にて小運搬として担ぐ場合は、２人にて行い１０ｍ以内とする。）
④作業場付近に資材置き場を設置。
⑤注意喚起の表示板の設置（「現場内小走り禁止」、「作業用通路」の表示板を設置）
⑥新規入場者のヘルメットにステッカーを貼付し重点的に監督指導を行う。（新規入場者のヘルメットに１週間ステッ
カーを貼付）
⑦安全巡視チェックシートに新規入場者管理及び不安全行動のチェック項目の追加

類似工事（他工事）へ活用で
きる対策等

・管内の現場に事故概要を周知し、点検・指導を徹底する。

事故状況図

改善策

作業員

被災程度（全治） 手術後１ｹ月程度で状態が良ければ軽作業可能であり、十分な骨癒合が得られるまで２ｹ月程度かかる見込み（右腓骨遠位端骨折）

事故概要
資材置き場から角鋼管（４本：４０ｋｇ）を人肩にて運搬中、別の人を追い越すために小走りにて養生マット上を追い抜
き、暫くして養生マット上で足を滑らせて転倒した。

事故原因等

（原因）
①通路があったにも関わらず別の人を追い越すために養生マットの上を資材（角鋼管）を担ぎながら小走りにて運搬し
た。
②人肩で担ぐ場合には、資材重量（４本：４０ｋｇ）が重く距離が長かった。（L=200m）
③被災者が新規入場から３日目で現場内の理解が浅かった。
（責任の所在）
・朝礼時、道板の上を通るように指導していたにも関わらず、養生マット上を通過した。負傷者の人的責任
（安全管理者等の所在及び行動）
・安全管理者は、事故後の状況を的確に把握しておらず報告を迅速に行っていない。

　事故状況図

①安全巡視員を１名追加配置（常駐）、監督指導の強化。
②安全パトロールの追加（本社安全パトロールを１回／月追加し、
役員パトロール１回／月を含め計３回／月実施する。）
③資材運搬方法の見直し（基本は、台車運搬とし、人力にて小運
搬として担ぐ場合は、２人にて行い１０ｍ以内とする。）
④作業場付近に資材置き場を設置。
⑤注意喚起の表示板の設置（「現場内小走り禁止」、「作業用通
路」の表示板を設置）
⑥新規入場者のヘルメットにステッカーを貼付し重点的に監督指
導を行う。（新規入場者のヘルメットに１週間ステッカーを貼付）
⑦安全巡視チェックシートに新規入場者管理及び不安全行動の
チェック項目の追加

③ ④

⑤

⑥


